
 左のグラフは 4 月に実施し

た進路志望調査の結果です。 
田名部高校では年に 3 回進路

志望調査を実施しています。

日々の勉強はもちろんですが、

早いうちから自分の進路に 
向き合うことも大切です。 
自分の進路希望から逆算して、

今何をすべきか・何が自分に 
足りないのか考えて行動して

いきましょう。 
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区
切
る
と
い
う
こ
と 

 

早
い
も
の
で
も
う
六
月
で
す
。
新
年
度
に
な
っ
て
二

ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
令
和
五
年
も
十
二
分
の
五
が
過

ぎ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

さ
て
、一
ヶ
月
は
新
月
か
ら
新
月
ま
で（
地
球
の
公
転

が
考
慮
さ
れ
、
月
の
公
転
周
期
よ
り
二
日
ほ
ど
長
く
な

り
ま
す
）で
す
し
、地
球
が
太
陽
の
ま
わ
り
を
公
転
す
る

周
期
を
一
年
と
し
て
い
ま
す(

暦
で
は
ぴ
っ
た
り
で
は

な
い
の
で
閏
年
が
あ
り
ま
す)

。
一
週
間
は
月
の
満
ち
欠

け
か
ら
一
ヶ
月
を
四
分
割(

新
月
→
上
弦
→
満
月
→
下

弦
→
晦)

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
自
然

や
天
体
を
よ
く
観
測
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、

中
国
で
は
一
ヶ
月
を
三
分
割
し
て
旬
が
使
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
場
所
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
こ
と
は
、

一
年
と
か
一
ヶ
月
と
か
一
週
間
と
か
は
暦
の
こ
と
で
、

人
が
決
め
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
や
ら
人

は
、
時
と
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま
で
は
う
ま
く
把
握
で

き
な
い
よ
う
で
す
。流
れ
る
時
を
区
切
る
こ
と
で
、時
間

と
し
て
認
識
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。 

始
め
を
決
め
る
こ
と
。
こ
れ
は
ゼ
ロ
を
一
に
す
る
こ

と
の
重
要
性
か
ら
考
え
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
し

て
同
じ
よ
う
に
大
切
な
の
は
終
わ
り
も
決
め
る
こ
と
で

す
。時
間
は
公
平
で
す
が
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。毎
日

を
意
識
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

進
路
指
導
部
長 

奈
良 

孝
史  

 

参考：ベネッセハイスクールオンライン 
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１年 ２年 ３年

国公立大学志望比率 

1 年次…75.3%  2 年次…65.1% 

3 年次…59.5% 

どの年次でも国公立大学志望者多数！ 

 
 
 
 
 
 
 

成績◎ 成績▲ 

65.6% 

83.3％ 

学習の量 学習の質 
今年度最初の定期考査が終了しました。１年生は、高校入学後初

めてのテストで勉強の大変さや難しさを感じた人も多いのではない
でしょうか。２、３年生は高校総体間近で部活動との両立はうまく
できたでしょうか。テストの成績が伸び悩んでいる人は、一度自分
の勉強習慣や勉強方法を見直してみることも大切かもしれません。 

左のグラフはベネッセの学習に関する調査結果で、毎日自主学習
を行っている人は成績が良好、成績が良い人は理解することを心が
けた勉強を行っているということが読み取れます。 

学力を向上させるために大切なことは、学習の「量」と「質」の
２点を両立させることだと言われています。テスト前に詰め込み型
学習を行うのではなく、部活動や行事で忙しい日々の中でも１日の
スケジュールを確認し、学習時間の確保を心がけてみましょう。ま
ず「量」を増やし、勉強することが毎日の習慣になれば、より良い
「質」を求めた勉強ができるようになるはずです。今日の生活から
少し意識して見直してみませんか？ 

15.6% 

平日 1 時間 30 分以上 

自主学習している人の

割合 

成績の良い人が、「理解」

することを心がけている

割合 


